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◆青森市奨学生
　経済的理由により、就学が困難な生徒及び学生に

対して、奨学金を貸与します。

対保護者の住所が本市にある生徒・学生で、高等

学校などに在学し、所得や成績で一定の要件を満

たすかた　※在学する学校長の推薦が必要

【対象教育機関及び貸与月額等】

　・高等学校等…月額16,000円

　・大学・短大等…月額33,000円

　・償還期間…15年以内（無利息）

申問４月５日（月）～５月31日（月）に、申請書に必

要書類を添えて、学務課（☎017－718－1414）ま

たは浪岡教育課（☎0172－62－3003）へ

　※土・日、祝日を除く

　※申請書は学務課・浪岡教育課で配布

◆就学援助制度
　小・中学校の児童・生徒の学用品費、新入学学用品

費、給食費、修学旅行費、医療費（むし歯などの学校

病に限る）などの一部の費用を援助します。

対市民税が非課税のかた／児童扶養手当を受けてい

るかた／国民年金の保険料や国民健康保険税が減免

されているかた／世帯の総収入額が少なく経済的に

お困りのかた　※このほか、事故・災害・長期入

院・失職・新型コロナウイルス感染症の影響による

減収等の理由で経済的にお困りのかたなど

申在学する小・中学校へ（申請書は各小・中学校で配布）

　※在学生は受付中、新入学生は入学後４月に受付

問各小・中学校、学務課（☎017ー718ー1414）、

　または浪岡教育課（☎0172ー62ー3003）

　

令和３年度の募集を受け付けます

　市や県には、様々な修学支援制度があります。応募資格や受付期間などが
異なりますので、詳しくはお問合せください。

制度名 内容 問合せ先

奨
学
金
事
業

青森市奨学金
保護者の住所が本市にあり、経済的理由により修学が困難な
高校生などに対して奨学金を貸与します。

青森市教育委員会事務局学務課
☎017ー718ー1414
青森市教育委員会事務局浪岡教育課
☎0172ー62ー3003

高等学校等奨学金
保護者の住所が青森県内にあり、学業、人物が優れているに
も関わらず、経済的理由により修学が困難な高校生などに対
して奨学金を貸与します。 青森県育英奨学会

（青森県教育庁教職員課内）
☎017ー734ー9879

大学奨学金

保護者の住所が青森県内にあり、令和４年４月に大学入学見
込みのかたで、学業、人物が優れているにも関わらず、経済
的理由により修学が困難な大学生に対して奨学金を貸与しま
す。（募集期間：令和３年12月上旬～令和４年３月下旬）

修
学
資
金
等
貸
付

母子父子寡婦福祉資金
母子家庭・父子家庭・寡婦の方々に、お子さんが修学するた
めの授業料、書籍代、通学費等、就学するための被服等の購
入に必要な経費の貸付を行います。

青森市福祉部子育て支援課
☎017ー734ー5334
青森市浪岡振興部健康福祉課
☎0172ー62ー1113

教育支援資金
他の貸付制度の利用が困難な低所得者世帯の方々に、お子さ
んの入学または修学に必要な経費の貸付の相談を受け付け、
条件の合うかたに貸付を行います。

青森市社会福祉協議会
☎017ー723ー1340
青森市社会福祉協議会浪岡支部
☎0172ー62ー9011

修
学
支
援
事
業

高等学校等就学支援金
高等学校等に在学している生徒に対して、保護者等の所得要
件等により、授業料に充てる高等学校等就学支援金を支給し
ます。（返済不要）

●国公立の場合
青森県教育庁学校施設課
☎017ー734ー9873

●私立の場合
青森県総務部総務学事課
☎017－734－9869

高校生等奨学のための
給付金

授業料以外の教育費の負担を軽減するため、一定の要件を満
たす高校生等がいる世帯の保護者等に対して、給付金を給付
します。（返済不要）

青森県私立高等学校等
就学支援費補助金

私立高校等に在学する生徒が一定の所得区分世帯に該当する
場合、高等学校等就学支援金に補助金を上乗せするほか、入
学金に関する補助を行います。（返済不要）

青森県総務部総務学事課
☎017－734－9869

学びを支える修学支援制度

■その他の修学支援制度

詳細はお問合せ
ください。

学務課
仲原
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小野寺あきひこの

市 長 コ ラ ム
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事
業
主
の
皆
さ
ん　

給
与
所
得
者
異
動
届
出
書

の
提
出
を
忘
れ
ず
に

　

市
民
税
・
県
民
税
の
特
別
徴
収

対
象
者
と
し
て
給
与
支
払
報
告
書

を
提
出
し
た
あ
と
で
、
退
職
・
休

職
・
転
勤
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

場
合
に
は
「
給
与
所
得
者
異
動
届

出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
４

月
１
日
ま
で
の
異
動
分
は
４
月
15

日
（
木
）
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

提
出
が
遅
れ
る
と
、
既
に
い
な

い
従
業
員
の
税
額
が
通
知
さ
れ
た

り
、
普
通
徴
収
に
切
替
え
後
の
納

付
回
数
が
少
な
く
な
り
、
納
税
義

務
者（
従
業
員
）の
一
回
当
た
り
の

負
担
が
大
き
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
課

　
（
☎
017
―
734
―
５
１
９
７
）

４
月
６
日
～
15
日
は

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

４
月
６
日
（
火
）
か
ら
15
日

（
木
）
ま
で
の
10
日
間
、「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

新
入
学
児
童
な
ど
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
た
め
、
子
ど
も
を
見
か

け
た
と
き
や
、
子
ど
も
の
通
行
量

が
多
い
学
校
や
公
園
周
辺
な
ど
で

は
、
徐
行
運
転
・
一
時
停
止
を
す

る
な
ど
の
思
い
や
り
の
あ
る
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
４
月
10
日（
土
）は
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
で
す
。

　

運
転
者
だ
け
で
な
く
、
歩
行

者
、
自
転
車
利
用
者
も
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

問
生
活
安
心
課

　
（
☎
017
―
734
―
５
２
５
８
）

　

収
益
事
業
を
行
っ
て
い
な
い
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
法
人

は
、
法
人
市
民
税
が
減
免
さ
れ
ま

す
。
４
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
、

法
人
市
民
税
減
免
申
請
書
、
均
等

割
申
告
書
、
決
算
書
、
そ
の
他
関

係
資
料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
公
益
社
団
法
人
・
公
益
財
団
法
人

○
地
方
自
治
法
第
260
条
の
２
第
１

項
の
認
可
を
受
け
た
地
縁
に
よ

る
団
体

○
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
第
２

条
第
２
項
に
規
定
す
る
法
人

問
市
民
税
課

　
（
☎
017
―
734
―
５
１
９
２
）

法
人
市
民
税
の
減
免
申
請

あ
お
も
り
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン

シ
ル
文
化
芸
術
創
造
活
動

助
成
金
対
象
事
業
を
募
集

　

市
民
・
団
体
が
、
市
内
で
行
う

文
化
芸
術
活
動
に
助
成
し
ま
す
。

要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

事
業
の
実
施
期
間
▼
令
和
３
年
４

月
～
令
和
４
年
２
月

助
成
限
度
額
▼
20
万
円

募
集
期
間
▼
４
月
１
日
（
木
）～
５

月
31
日
（
月
）

募
集
要
項
▼
あ
お
も
り
ア
ー
ツ
カ

ウ
ン
シ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
の
ほ
か
、
文
化
学
習
活
動
推

進
課
、
各
支
所
・
市
民
セ
ン

タ
ー
、
浪
岡
中
央
公
民
館
、
中

世
の
館
、
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
青
森
、
リ
ン
ク
モ
ア

平
安
閣
市
民
ホ
ー
ル
、
協
同
組

合
タ
ッ
ケ
ン
美
術
展
示
館
な
ど

に
備
付
け

問
あ
お
も
り
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル

事
務
局

　
（
☎
017
―
773
―
７
３
０
４
）

掲載の内容は、３月８日時点の情報をもとに作成しています。イベント等は中止・延期・変更となる場合が
ありますので、最新情報は、各お問合せ先にご確認ください。

３月６日、あおもりコンピュータ・カレッ
ジ卒業式。希望に満ち溢れた卒業生の姿に
頼もしさを感じました。

　臨時休校や行事の縮小など、これまで

経験したことのない変化を乗り越えてこ

られた多くの卒業生を見送りました。

　３月６日は、あおもりコンピュータ・

カレッジ卒業式へ。地域社会の将来を担

うICTのスペシャリストに成長した43人

が２年間学んだ学び舎から旅立ちまし

た。デジタルネイティブ世代である強み

と、コンカレで学んだ知識・技術を生か

した今後の活躍に期待しています。

　３月13日は、青森公立大学学位授与

式。４年間にわたり、地域が抱える様々

な課題をフィールドワークを通して体験

しながら学んでこられた295人がネット

を駆使した企業研究や、オンラインでの

面接を駆使して、厳しさを増した就職活

動を戦い抜き、新しい社会へと飛び立ち

ました。

　同日、青森高等看護学院卒業証書授与

式。夜間の授業・医療現場等での実習と

仕事や家庭との両立を図りながら３年間

学んできた26人が、巣立っていきまし

た。新型コロナウイルス感染症への警戒

が続く中だからこそ、市民の安心を支え

る看護師として第一線で活躍されること

を期待しています。

　これからも、激動の時代を乗り越え、

未来へ羽ばたく皆さんを後押します。
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